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2 . ユニ ッ トとグリ ッド





















＊グリ ッ ドシス テムによるパター ン展開久保田厚子
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の試みである 。



































































図形としてアクセン トの役割をも ったノ fターンである 。



























りのパターンである 。 第4と第5のグラデーシ ョンが追加





















しく背景を正六角形として現出している 。 サブ・バター 参考文献
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